

























たため、この問題に取り組むことを決め、2011年７月に「Stop the Violence 























































































































































































































































































































































■ １. 聞いたことがない ■ ２. 聞いたことはある
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図４　「ジェンダー」という言葉の理解について
事後







■ １. 理解していない ■ ２. 少し理解している。行動には起こせない

































・ i select shop （公益財団法人ジョイセフ提供）
Ⅱ　実践の展開
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＜宣言コーナー＞
「やめようと思ったこと」「はじめようと思ったこと」をさくらの花びらと
葉っぱの形の紙に書いて、木にデコレーションしてもらった。
５　課題と今後の展望
課題：大人（指導者・保護者）の意識改革
指導者となる大人にとって、大きなハードルとなっているのは、自身の価
値観、固定観念に揺さぶりをかけられるというところにあると言える。人に
よっては、自分の価値観を否定されているように感じてしまうこともあり、
そこから先に進めないという人もいる。さらに、「少女・女性に対する暴力」
に関するプログラムというと、「性」に関する暴力が想像されやすく、また
そのことをタブー視する風潮があるため、プログラム自体が敬遠されがちで
ある。しかし、指導者及び保護者と、子どもたちを取り巻く大人たちの意識
写真７　オールスタッフ
写真８　当日のしおり
写真６　宣言コーナー
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第 5章　防止に向けた取組
改革は、子どもたちのプログラムを推進するためにも重要であると同時に、
社会を変革する意味でも非常に重要である。現時点では、２日間の指導者研
修を実施しているが、その前段階として入門的要素の強いもの、また２日間
の研修後のフォローアップ的要素の強いものなどを２時間程度での研修会を
開催し、丁寧に、かつ体験を通しての意識改革を随時進めていこうとしてい
る。
課題：小学生に対するプログラムの実施
教育プログラムとして、小学生年代のプログラムの準備はあるが、指導者
たちは、このテーマに取り組むにあたり、十分に自信がなく、その結果どの
ように取り組んだものかと思案しているとの声も聞こえている。そのことを
解消すべく、さまざまな切り口が準備されているこのプログラムをパッケー
ジ化し、実践事例を増やす取組に着手している。
今後の展望：すべての少女と女性一人ひとりが尊重され、よりよい社会に
するために声を上げられる社会
私たち世界のガールスカウトは、「すべての少女と女性１人ひとりが尊重
され、より良い社会にするために声を上げられる社会」となることを望んで
いる。そのために、若い人たちに教育プログラムを届けることは重要であり、
それを支援する大人の力が必要であると考えている。と同時に、どんなに小
さな子どもであっても、自らの人権に気づいた子どもは、そのことを友達に
伝えることもできるし、社会を変える大きなムーブメントを生み出す可能性
を持っていることも知っている。暴力防止に向けた取組に若い年代から触れ
ることの意味はここにあり、このことが、誰もが暮らしやすい社会を創るこ
とにつながっていると考えている。
（かたおか・まり　公益社団法人ガールスカウト日本連盟事業統括部長）
